
まちづくり講演会 アンケート集計結果 
 
・平成２０年１１月１９日（水） 開催  
・アンケート回収数  ２２枚  
 
質問① 今回の講演内容は、岡崎駅東地区のまちづくり活動に寄与できたと感じましたか。  

①大いに感じた。
5件(23%)

②まあまあ感じた。
12件(55%)

③あまり感じなかった。
4件(18%)

⑤回答なし
1件(4%)

①大いに感じた。

②まあまあ感じた。

③あまり感じなかった。

④その他（0件）

⑤回答なし

 
 
 
 
質問② 岡崎駅東地区では、賑わい活力あるまちづくりとして、交流拠点の整備、民間拠点開発の誘導、

歩行者重視道路の整備などを推進していますが、この内容についてどのように思われますか。  

①賛同できる。
18件(82%)

③わからない。
7件(21%)

④その他
2件(6%)

①賛同できる。

②賛同できない。（0件）

③わからない。

④その他

⑤回答なし（０件）

 
※その他の意見  
 ・車社会を考えた歩行者重視道路を。  
 ・推進されていない。  
 
 
 



質問③ 岡崎駅開業１２０周年を迎えて、記念事業を産学官民の協働事業として展開していますが、ど

のように思われますか。  

①賛同できる。
18件(82%)

③わからない。
3件(14%)

④その他
1件(4%)

①賛同できる。

②協力はできる。（0件）

③参加できない。

④その他

⑤回答なし（0件）

 
 
※その他の意見  
 ・気付かなかった。  
 
 
質問④ 今後のまちづくり講演会や、地区のまちづくり推進などについて、ご意見、ご要望の記入をお

願いします。  
 
   ・今回の内容の中では、さわやかウォーキングの開催については、まちづくりの推進にかかわる

内容だった。  
   ・講演の内容がＪＲの営業内容が少し多かった。  
   ・駅そのものを商業活動につなげるようにならないか。例えば旧駅舎を商店街にするなど。  
   ・幸田～岡崎～岡崎西間を高架に。  
   ・駐車場を市及びＪＲで考えてください。  
   ・ＪＲのＰＲのみである。  
   ・岡崎拠点快速バスの停留所として岡崎支所を追加してほしい。  
   ・岡崎の中心がＪＲ岡崎駅となるよう、岡崎駅東地区の発展に力を入れていくことが大切である。 
   ・皇帝ダリアが咲く街並みづくりが行われていることを、今回初めて知りました。もっと市民が

知ってもらえるようにＰＲを進めると良いと思います。  
   ・ＪＲ岡崎駅を地域のシンボルランドマークとして、もっとクローズアップし、スポットライト

を当てるべきと思う。  
   ・飲食街の推進。ホテルがあるが遊び場なし。観光地が南にない。  
   ・賑わいの創出について、具体的な行動を見えるようにし、一般の人が参加できるようにしてほ

しいと思います。  
   ・東海道線を挟んで東西への車の通行のため、道路（高架、地下道等）の速やかな整備をお願い

します。  
   ・講演会は今後もやっていただきたい。  
   ・商店が早く並ぶまちづくりにつながる駅（ＪＲ）が協力していただきたい。  
   ・早い時期にお店等、みんなが立ち寄ることが出来るような対策を進めてほしい。  

・先になると思うが、北側にもエスカレーターがほしい。  
・昔の駅舎をテナント用にして店を入れたらどうか。  

   ・駅雨の活性化の為の成功事例をもっと紹介してほしい。  
 



※ 総括  
 

   質問①の「今回の講演内容は、岡崎駅東地区のまちづくり活動に寄与

できたと感じましたか。」に対して、「大いに感じた。」「まあまあ感じた。」

を合わせた割合が７８％に達しており、今回の講演会の趣旨である「岡

崎駅東地区の望ましいまちづくり推進を目指し、市民のまちづくりに対

する意識の高揚と知識の向上を図る」は達成されたことがわかる。  
   質問②の「岡崎駅東地区では、賑わい活力あるまちづくりとして、交

流拠点の整備、民間拠点開発の誘導、歩行者重視道路の整備などを推進

していますが、この内容についてどのように思われますか。」に対して、

「賛同できる。」が８２％あり、岡崎駅東土地区画整理事業及びシビック

コア地区整備計画に賛同していただいていることがわかる。  
   質問③の「岡崎駅開業１２０周年を迎えて、記念事業を産学官民の協

働事業として展開していますが、どのように思われますか。」に対して、

「賛同できる。」が８２％あり、地域のシンボル的な施設である岡崎駅を

活用したまちづくりの企画に賛同していただいていることがわかる。  
   質問④の自由意見にはいろいろな意見があり、今後まちづくりを行っ

ていくうえで参考になる意見を積極的に採用し、まちづくりの推進を図

ることが必要。  


